G enkiLife

FEE: ERCC1(1B10)T I RE/ 4 O—FILinF
A4 n4ES: AMM10578

RRER D H

=

L
BE
R
RISt
e
(et

TAI) 34T
sn->ik

i

w_E
=

i

NyTyp—

kS

F5H

FIREE
HTE
MIRER

BEFE
RI&

iB{zFID
SwissProt ID

RER

Al
Bt

YURE/ Y O—FILFUR

ReH

WB,IHC,ICC/IF

NG

E[=2544

REIE

I9G

®/90—F+1L

RIR

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AW

e

PBS. pH 7.4, 0.5% {Rs&% > /8y B, BHREAIL LT 0.02% $EWAMEAI N, 50% 7 tA—L%
28,

FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200

36kDa

ERCC1

ERCC1; DNA excision repair protein ERCC-1
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	背景
	この遺伝子産物はヌクレオチド除去修復経路において機能し、紫外線によって誘発されるDNA損傷やシスプラチンなどの求電子化合物によって形成されるDNA損傷の修復に必須です。コードされているタンパク質はXPFエンドヌクレアーゼ（ERCC4とも呼ばれる）とヘテロ二量体を形成し、このヘテロ二量体エンドヌクレアーゼはDNA損傷の切除過程において5'切断を触媒します。このヘテロ二量体エンドヌクレアーゼは、組換えDNA修復および鎖間架橋の修復にも関与しています。この遺伝子の変異は脳眼顔面骨格症候群を引き起こし、この遺伝子の発現を変化させる遺伝子多型は発癌に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。この遺伝子の最後のエクソンは、CD3e分子であるイプシロン関連タンパク質と重複しています。疾患：ERCC1の欠陥は、脳眼顔骨格症候群4型（COFS4）[MIM:610758]の原因です。COFSは、出生前発症の常染色体劣性遺伝性変性疾患で、脳、眼、脊髄に影響を及ぼす。出生後には、脳萎縮、脳梁形成不全、筋緊張低下、白内障、小角膜、視神経萎縮、進行性関節拘縮、成長障害を引き起こす。顔面異形症は恒常的な特徴である。頭蓋骨、眼、四肢、心臓、腎臓にも異常がみられる。,機能:DNA修復時に5'切断を担う構造特異的DNA修復エンドヌクレアーゼ。,類似性:ERCC1/RAD10/SWI10ファミリーに属する。,サブユニット:ERCC1とXPF/ERRC4からなるヘテロ二量体。,
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	1）Hela、2）HepG2、3）293T、4）Jurkatのウェスタンブロット解析（1:2000に希釈）。

